
 

 
ワシントン英語能力評価（Washington English Language Proficiency Assessment/WELPA）とは何ですか？ 

 

ワシントン英語能力評価（Washington English Language Proficiency 

Assessment/WELPA）とは、学生が地域の英語開発（ELD）プログラムを通した支援を受ける必要があるか否かを判定す

ることを目的に実施される試験です。この試験では、英語を読み、書き、聞き取り、および話すための知識と能力が評価さ

れます。幼稚園児から12学年までの生徒は毎年この試験を受けることで、学校での学習活動を通して英語能力がどの程

度向上しているのかが試されます。学校で良い成績を収めるには英語に関して正しい知識を持ち、これを使いこなすことが

必要となるため、英語の学習面で支援が必要な生徒はそうした支援を受けることが重要となります。 

 

学区の英語学習プログラムに生徒が参加するための資格とは? 

 

生徒が学校に入学するときに、その両親には「お子さんは、以前に英語以外の言語を最初に話しましたか?」という質問がさ

れます。その回答が「はい」の場合には、その生徒はWashington English Language Proficiency Assessment (WELPA: 

ワシントン州英語力評価) の能力別クラス分けテストを受けることになります。能力別クラス分けテストの結果がレベル 1 

(初級)、2 (中級)、または 3 (上級) であった生徒は、英語力を高めるためのサポートをさらに受ける資格があります。 

 

学区の英語学習プログラムでは、生徒はどのくらいの期間サービスを受けられますか? 

 

生徒は、英語学習へのサポートが必要なかぎりプログラムを続けることになります。WELPA Annual Test (WELPA 

年次テスト) により、生徒の英語知識、さらに読み書き、リスニング、会話の能力の向上が評価されます。WELPA でレベル 

1、2、または 3 の成績の場合、生徒はプログラムを継続します。生徒は、WELPA 

の修了基準を満たすとプログラムから移行することができます。 

 


